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灘鬱
水牛くらぶ編集 『モノ誕生 「いまの生活」1960-1990
一 日本人の暮らしを変えた133の モノと提案』

晶文社1990,665P

本書は,近 代 の日本で生活が もっとも大

きく変わ った時期を,明 治の文明開化期と,

大正デモ クラシーの時代 と,60年 代か らの

高度成長期の3つ で はないかという仮設の

もと,60年 代 以降の30年 間に焦点 を絞 って,

戦争で も変わらなかった 日本人の生活 を劇

的に変えたモノが,い つ,誰 の手によって,

どのように誕生 したのかを,そ れぞれに関

連する資料にもとずいて,明 らかにしよう

とす る。開発 者が描 いた理想 的な生活 イ

メージと,実 現 された生活 とは必ず し.も同

じではない。

本書は,わ れわれがモノを説明 しようと

すれば必ず,そ のモ ノに伴 うコ トについて

語 らなければならないこと,あ るいは,モ

ノの開発 には,ス トー リーが伴 うことを如

実 に示す もので もある。

本書では,上 記の30年 閻 を,1960年 代,

1970年 代,1980年 代 に分 け,そ れぞれの時

期 に開発 され,そ の時期 を特徴づけたモノ

が,「 衣」「食」「住」「道具」の4つ の領域

に分類 されている。それぞれについて,開

発メーカーあるいは図書館などで収集 され

た文献資料が,年 代別に構成 されている。

また,そ れぞれの領域についての年代別の

解説が,解 説 ・監修者 と編集者 との対談形

式にして まとめられ,文 献資料 と平行する

かたちで掲載 されている。読者は,文 献資

料をパネラーの発表,解 説 をモデレーター

によるまとめとして,ま るでパネル討論会

に参加 しているように,読 み進めて行 くこ

とがで きる。編集者が,自 ら本書の特徴 と

して上げているように,本 書はモノに関連

す る文章 と図版 によって構成 された資料集

である。

ここに集 め られた資料 は,① 個 人 ・企

業 ・行政などあらゆる分野で,日 本人の暮

しをリー ドして きた 「新 しい生活の提 案

者」たちが,そ の時々に発表 して きた第一

次資料。モノに関する直接の資料が存在 し

ない場合は,回 想,社 史,評 論,ル ポなど。

② モノその ものというわけではないが,モ

ノに関わる生活の提案。③モノによって示

される生活の提案に反対の意見,な どに分

類 される。家庭生活に関わ りのあ るもの,

生 活のスタイルを変えたものを中心に収録

し,純 然たるビジネス用品,遊 びやスポー

ツ用品は外 されている(p.17)。 資 料を集

め る段階での体験か ら,60年 代 は,モ ノが

まず登場 してきて,そ の発想,開 発につい

ての資料がない時代。70年 代 は,モ ノと情

報が同時にでた時代。80年 代は,ま ず情報

が あ り,そ の後 にモ ノがあ らわれる時代

(p.16)で あ ることが明 らか にされた。

このことは,そ れぞれの時代において,デ

ザ インに寄せ られた期待やその存在価値 と

妙 に符合 している。

本書 には,133の モ ノと提案につ いての

資料が収録 されている。それ ら集め られた

資料は,年 代ごと,領 域ごとに,そ れぞれ

を特徴づけるキーフレーズを提示 しなが ら

まとめ られている。それぞれのキーフ レー
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ズを見 るだけで,そ の年代の,そ の領域で

は,何 が特徴的であ ったかが,あ る程度わ

か るように配慮 されている。資料 と解説の

掲載順序 は,年 代 ごとにまとめ られた4つ

の領域について,そ れぞれを個別に読み進

めるかたちになってはいるが,領 域相互の

関連性,あ るいは年代 を越えたつなが り,

関連を見ることも重要である。それぞれの

資料を,い わば縦 ・横 ・斜めに関係づけて

考察することもできる。本書で は,一 年代

の一領域 について集められたモノや提案の

数 は,そ れぞれ多少の違いがあるものの,

年 代ごと,領 域 ごとの総計 は,ほ ほ洞 数 に

なっている。これが単なる偶然か,意 図さ

れたものかは不明である。

60年 代は,高 度経済成長が生活にまで及

んだ時期であ り,理 想的な生活 の手本はア

メ リカであると考えられていた時代である。

もっとも変わったのは家庭の台所であり,

既 製服のサイズ統一,イ ンスタント食品,

プ レハブ住宅,家 電など,工 業化の波が押

し寄せてきた時代でもある。食 品公害 もあ

らわれ,い まにつづ くあたらしい時代の要

素がすっか り出そろった時期である。・

70年 代 は,モ ノが一通 りゆきわた り,た

だ便利で機能的であるだけでなく,デ ザイ

ンに凝った,小 型化 されたモノが求められ,

登場する。自分 らしさや個性 を表現するた

めに,他 人 とはどこか違 うものが欲 しくな

る。オイルシ ョックを経験 して も,使 い捨

てに慣れた生活は変え難いことに気づいた

時代である。

80年 代 は,多 品種少量生産 とい うかたち

を変えた量産によって,モ ノはあいかわら

ず 日々生み出され,エ レクトロニクス製品

も加わって,さ らにモノが氾濫する。モノ

はその実質や機能性 によってではな く,そ

の記号性 を通 して,わ れわれの生活に働 き

かけると受け取 られる(pユ7)。

この ようにみて くると,こ の30年 間 は,

A.マ ズ ローのい う人間の社会的欲 求の5

段 階の内の,第3段 階から第4段 階への移

行にす ぎないように思 える。無数 にあるか

のように見える選択肢 に戸惑 っている限 り

は,当 分第5段 階の 「自己実現」 には行 き

着 けないのかも知れない。本書につづけて,

1990年 代 を問題にするとした ら,ど の よう

なモノや提案が取 り上げ られることになる

のだろうか。

われわれの 日常生活 は,多 くのモノにと

り囲 まれて成 り立 っている。一生活者の立

場か らすれば,日 常使 い慣れ,親 しんでい

ても,わ れわれは,そ れらのモノの生 まれ

や育ちには案外無 関心である。 しか し,モ

ノは,い つのまにか人々の生活の中に浸透

し,そ の生活を大 きく変えて行 く。そのこ

とに気づ くとき,モ ノの発想 と開発,商 品

化 の過程に携わるデザイナーは,そ の責任

の重大さをあらためて認識 しなければなら

ない。

増山和夫 京都工芸繊維大学
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